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研究成果の概要（和文）：東日本大震災が訪れる前から幾度にわたって津波の被災と回復を余儀なくされてきた歴史を
もつ社会で、「未曾有」の規模と表現されてきた2011年の津波被害が、どのような社会的、文化的実践によって克服さ
れようとしていたのかについて明らかにした。
集落単位での分析にこだわることで、被災前からルーティンとして執り行われてきた儀礼や祭祀が被災したコミュニテ
ィに果たす役割の重要さが明らかとなった。また「津波常習地」とはいっても、人間の寿命をゆうに跨ぐ間隔で訪れる
災害へ警戒を伝えることの難しさも浮き彫りとなった。この伝承において必須となっていたのは、人間の寿命を凌ぐス
パンをもつ有形無形の伝承媒体の存在であった。

研究成果の概要（英文）：　Before the "unprecedented" scale of Tsunami hit many of the Japanese fishing 
vilages in 2011, some of them, in each history, had already gone through former tsunami, for example in 
1896 and 1933 in tsunami-prone area called Sanriku region. The aim of this study was to explore the way 
such tsunami-prone communities cope with the situation that the hamlets themselves would have been hard 
to endure.
　Field research showed that: (1) the rituals or festivals, which were calendrical "routine" in their 
normal life, could contribute to rebuild the rhythm of their daily life in severely disaster-affected 
communities since it enabled them to foresee their realistic outlook in the chaotic situation. (2) Such 
tsunami-prone communities themselves played a role to inform them of the future attacks of tsunami 
transgenerationally because lifespan was often shorter than the historical intervals of past tsunami.

研究分野：社会学、民俗学、文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
 
	
 東日本大震災の発生から 1年を待たない時
点で計画した研究であったが、当時は報道等
で繰り返し「未曾有」の規模の津波であった
ことが強調されていた。しかし気仙沼を訪れ
て耳にしたのは、漁師たちの「沖出し」とい
う慣習であった。大小の津波の際に、地震の
発生から津波が到着するまでの間に、船を沖
に避難させるというものであった。のちに本
研究で執筆した論文中に何度も登場するこ
とになったが、地域社会や集落単位の経験か
ら津波を捉え直すことで、決して「初めて」
災害にあったのではないことを伝える災害
文化のようなものを浮かび上がらせること
ができるのではないかと考えた。また、この
ような実践に学ぶことで、被害の甚大さや回
復の困難さだけに光をあてる研究とは異な
るアプローチが可能となるのではないかと
思い至った。 
 
２．研究の目的 
 
	
 この研究の目的は、災害常習地（とりわけ
津波常習地）である三陸沿岸地域の生活世界
に伝承されてきた浜や港、船で行われる祭祀
や儀礼、慣習に着目することで、人びとが繰
り返し経験してきた沿岸世界固有の危機的
状況（海難事故、不良、海洋汚染、津波など）
をどのように受容し、その後どのように再び
海に寄り添う生活を取り戻すのかを明らか
にすることである。 
	
 より後景にある研究関心としては、特に津
波常習地の沿岸世界に生きる人びとにとっ
て、海は生活の糧を豊穣にもたらすと同時に、
破壊的な災禍もときにもたらす両義的な存
在ということである。端的には「意のままに
ならない自然」といえるが、過去に繰り返し
襲った津波だけではなく、時折海に命を奪わ
れてきた海難史を調査対象に含めることで、
人びとが海の両義性をどのように受容し、な
ぜ災禍ののち再び海辺の生活へと帰ってい
こうとするのか明らかにすることを試みた。 
 
３．研究の方法 
	
 	
 
	
 主に宮城県唐桑半島と岩手県重茂半島の
津波常習地において、大きくは（1）海がも
たらす《豊穣》の側面である漁業史、そして
（2）《災い》の側面である災禍史を捉えるこ
とを試みた。	
 
	
 方法としては①漁協や役所に保管されて
きた記録、市長村史、市町村議事録、漁協以
外の漁業者の組織による記録の収集、そして
②被災者および漁業世帯への聞き取り調査
と③各集落での祭祀、儀礼への参与観察であ
る。この作業を通して（1）被災前の平常時
における年間の農業暦、漁業暦、祭祀暦をふ
まえ、（2）それぞれの集落単位の「津波史」
をふまえ、（3）半島単位ないしは集落単位の

「海難史」をふまえる作業を行った。これに
加えて（4）東日本大震災を被災後、集落の
回復・再建過程を並行して記録した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
	
 端的にいえば、この研究計画の遂行によっ
て、大きくは以下の二つのことが明らかとな
った。（1）津波常習地の集落において、それ
ぞれの海は同じようにみえて、大きく異なっ
ていたことが明らかとなった。外洋に面する
集落、内湾を臨む集落、それぞれの祭祀もま
た大きく違ったように、各集落ごとに人々が
津波を凌ぐための技法は、場所を選んではじ
めて効力を発揮するものである。それは過去
の津波がそれぞれの集落空間を媒介として
伝承されていたことからも明らかとなった。
この事実は、津波を経てなお、もとの集落の
そばに戻ろうとする被災者をある程度合理
的に説明するものであった。	
 
（2）津波に限らず災害の被害を大きくした
り小さくしたりする要因は、地形など外在的
な条件だけに限らず、人間社会の備えやその
伝承のあり方にもある。これは人間の側が祭
祀や儀礼を通して、あるいは日常的な集落空
間の利用をとおして、絶えず災いへの備えを
伝承・継承していたか否かに関わっていた。
このことは、人間の側が被害を増幅しうるこ
とを伝えているが、同時に重要であったのは、
災害への強さも弱さも、防災や減災が社会的
実践であるかぎり、一定不変ではないことを
伝えていた。かつての大災害を見事に回避・
緩衝しえた集落においても、間断のない社会
的実践が忘却される可能性があるというこ
とが明らかとなった。	
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